
２０ 1 0
平成22年3月
No. 450

　２月２日（火）、玉川保育園で町内の保育園合同の人形劇鑑賞会が開かれ、０～３歳児ら約９０人が参加しまし

た。

　会場では、宇治市の人形劇サークル「とらごろう」が出演し、ミュージカル人形劇「ドレミの歌」をはじめ、

「３匹の子ぶたとまぬけなおおかみ」が上演されたほか、手品も披露されました。

　人形劇や手品を見た子どもたちからは「すごいねー、不思議だねー」と歓声があがっていました。

広報

人人形形劇劇やや手手品品をを鑑鑑賞賞ししままししたた
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平成２０年度

一般会計決算

３億２９９８万円

の黒字

　
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
と
７

２０

つ
の
特
別
会
計（
国
民
健
康
保
険
・

多
賀
地
区
簡
易
水
道
・
老
人
保
健
・

後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
・

公
共
下
水
道
事
業
・
多
賀
財
産

区
）、
井
手
町
水
道
事
業
会
計
の

決
算
は
、
昨
年
９
月
の
定
例
町
議

会
に
提
案
さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続

審
査
に
付
さ
れ
た
の
ち
、
昨
年
の

　
月
定
例
町
議
会
に
お
い
て
認
定

１２さ
れ
ま
し
た
。

　
各
会
計
に
お
け
る
決
算
は
表
１

の
と
お
り
で
す
。

　
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

　
億
５
４
９
９
万
円
に
対
し
、
歳

３６出
　
億
２
５
０
１
万
円
で
、
差
し

３３
引
き
形
式
収
支
で
は
、
３
億
２
９

９
８
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
内
、
翌
年
度
へ
の
繰
越

明
許
財
源
１
５
９
６
万
５
千
円
を

差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
３
億
１

４
０
１
万
５
千
円
と
な
り
、
こ
れ

が
平
成
　
年
度
へ
の
繰
越
金
と
な

２１

り
ま
し
た
。

　
監
査
委
員
の
報
告
で
は
「
米
国

発
の
金
融
危
機
に
よ
り
、
世
界
同

時
不
況
に
陥
り
、
日
本
経
済
も
例

外
な
く
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
中
で
、
経
費
の
無
駄
遣
い
を
な

く
す
こ
と
に
努
力
さ
れ
、
国
・
府

に
対
し
て
要
望
等
も
積
極
的
に
行

わ
れ
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て
懸

命
な
努
力
を
さ
れ
た
跡
が
う
か
が

わ
れ
ま
し
た
。
財
政
構
造
の
状
況

を
見
ま
す
と
、
経
常
収
支
比
率
で

は
、
昨
年
度
の
　
．
８
％
か
ら
今

９８

年
度
は
約
１
億
円
の
基
金
を
積
ん

だ
中
で
の
　
．
４
％
と
な
り
、
好

９０

ま
し
い
財
政
構
造
に
一
歩
近
づ
い

て
き
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
本

格
施
行
と
な
っ
た
財
政
健
全
化
法

に
よ
る
財
政
構
造
を
示
す
４
つ
の

指
標
に
つ
き
ま
し
て
も
、
昨
年
度

数
値
よ
り
下
回
り
ま
し
て
、
大
変

良
好
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
下

水
道
事
業
、
水
道
事
業
の
事
業
会

計
の
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
も

基
準
を
下
回
り
ま
し
て
、
こ
れ
も

大
変
良
好
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
と
も
引
き
続
き
、
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。　
年
度
決
算
は

２０

大
変
よ
い
決
算
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
お
ご
ら
ず
、
今
後
と

も
気
持
ち
を
緩
め
ず
に
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
よ

う
、
な
お
一
層
の
努
力
を
期
待
し

て
い
ま
す
。」と
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。

歳入(収入)
　歳入は３６億５４９９万円で、前年度より９億８４９０万１千円（２１.２％）の減となりました。これは、泉ヶ丘中学校体育
館改築など普通建設事業の財源及び繰上償還実施に伴う減債基金繰入金が大きく起因し、繰入金７億３６７４万８千円
をはじめ、国庫支出金１億９５２万２千円、町債２億６２０万円の減となっています。

町税　
　１０億２３６０万６千円（対前年度４．６％増）
　町税収入は、歳入全体の２８.０％を占め、１世帯あたり
３０万７６６６円、１人あたり１２万８５１円を納めていただいた
ことになります。

地方交付税
　１５億７１９万６千円（対前年度４．３％増）
　地方公共団体が標準的な行政運営を行う場合に財源
不足額に応じて国から交付されるお金です。歳入全体
の４１．２％を占めています。

国庫支出金
　１億８００２万５千円（対前年度３７．８％減）
　国の行政に要する経費、町の特定の施策を行うため
の経費の財源に充てるため、その財源の全部または一
部をその目的、性格により、負担金、補助金、委託金
の三つに分類されて交付されるものです。

町債
　２億９８０万円（対前年度４９．６％減）
　町が特定の事業を行うために借り入れるもので、保育園の改修、自然休養村管理センター改修、町道３２‐１号線
道路改良工事、下排水路改修などの財源に充当しています。

歳入（収入）

備考実質収支額
翌年度へ繰り
越すべき財源

歳　出歳　入会計別

314,01515,9653,325,0103,654,990一般会計

翌年度歳入繰上充用金
で歳入不足を補てん　

△32,645０1,017,519984,874
国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

特
　
別
　
会
　
計

6,544０69,69176,235
多賀地区簡易水道
事 業 特 別 会 計

1,946０76,46678,412
老 人 保 健
特 別 会 計

1,659０76,41378,072
後期高齢者医療
特 別 会 計

35,598０607,356642,954
介 護 保 険
特 別 会 計

6,980０502,386509,366
公共下水道事業
特 別 会 計

967０2,0002,967
多 賀 財 産 区
特 別 会 計

各  会  計  別 　 歳  入  ・  歳  出

差引額
   8,552

収益的支出（消費税含む）
101,690

収益的収入（消費税含む）
110,242井手町水道

事業会計 差引額
△41,104

資本的支出（消費税含む）
51,646

資本的収入（消費税含む）
10,542

△32,552153,336120,784計

(単位：千円)
表１
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歳出（支出）
　歳出は３３億２５０１万円で、前年度より１１億４７９２万３千円
（２５．７％）減となりました。自治会に対するコミュニティ
助成、イントラネット機器更新、公共施設バリアフリー整
備、玉川、いづみ保育園改修、自然休養村管理センター改
修、町道３２‐１号線道路改良工事、下排水路改修、消防団
資機材購入、図書館情報システム機器更新、給食センター
施設整備など主な事業は次のとおりです。

総務費　
　９億６４１０万１千円（対前年度７．１％増）
○特別会計繰出金 ４億６２１０万６千円
○基金積立金 １億１０７７万４千円
○コミュニティ助成 １２５０万円
○イントラネットシステム整備 ３０１７万８千円

民生費
　７億６５９２万７千円（対前年度２．４％増）
○デイサービス等事業委託 １６５７万７千円
○障害者自立支援事業 ８４３５万２千円
○公共施設バリアフリー整備 １０１６万７千円
○児童手当 ５９７３万円
○玉川、いづみ保育園改修 ６７９万１千円

衛生費
　２億６７５７万７千円（対前年度６．８％減）
○健康増進、予防接種事業等 ２５２７万１千円
○乳児健診等 ３４５万２千円
○町内河川水質検査 １１７万４千円
○古紙等再生資源集団回収事業 １０４万３千円
○ごみの収集運搬 ２７６４万１千円
○城南衛生管理組合分担金 １億２４７１万４千円

商工費
　２８７３万円（対前年度５６．３％減）
○商工会振興事業 ７５０万円
○桜まつり ３４９万６千円

農林水産業費　
　６８００万１千円（対前年度４．２％減）
○自然休養村管理センター改修 ２８６０万１千円
○豊かな緑と清流を守る森林整備事業 ３０万円

土木費　
　２億３２３２万７千円（対前年度４．３％増）
○町道３４号線等道路維持 ４９７万８千円
○町道３２‐１号線道路改良 １億２１１０万２千円
○河川水路浚渫 １４６万２千円
○下排水路改修工事 １５９８万７千円
○玉川砂防公園整備 ２２１万４千円

公債費
　４億２５０６万円（対前年度６５．９％減）
○償還元金 ３億６４４０万円
○償還利子 ６０２６万３千円
○一時借入金利子 ３９万７千円

消防費
　２億１４２万４千円（対前年度５．８％増）
○常備消防設置委託 １億４６３２万８千円
○消火栓ボックス等 １３０万円
○消防団資機材購入 ７５２万８千円
○防災空地整備 ４９４万６千円

教育費
　３億１１０３万９千円（対前年度５４．０％減）
○文化財発掘調査等 ８１０万１千円
○小中学校空調設備設置 ３５８１万９千円
○図書館情報システム機器更新 １３４８万５千円
○給食センター施設整備 １８１０万２千円

議会費 79,146,000円議会費 79,146,000円

総務費総務費
964,101千964,101千円

民生費 民生費 
765,927千765,927千円

衛生費衛生費
267,577千267,577千円

労働費 3,000円労働費 3,000円

商工費商工費
27,526,000円27,526,000円

消防費消防費
201,424201,424千円

土木費土木費
232,327千232,327千円

教育費教育費
311,039311,039千円

災害復旧費災害復旧費
20,000円20,000円

公債費公債費
425,060425,060千円

議会費 60,486千円

総務費
964,101千円

民生費 
765,927千円

衛生費
267,577千円

農林水産業費
68,001千円

商工費
28,730千円

消防費
201,424千円

土木費
232,327千円

教育費
311,039千円

災害復旧費
338千円

公債費
425,060千円

目
的
別
歳
出一般会計

33億2501万円

町税町税
28.0％28.0％

繰越金
4.6％

繰入金
0.4％

諸収入
1.6％

その他
3.1％

地方交付税地方交付税
41.2％41.2％

国庫支出金
4.9％

府支出金府支出金
6.2％6.2％

その他その他
4.3％4.3％

人件費人件費
26.2％26.2％

扶助費扶助費
6.8％6.8％

公債費公債費
12.8％12.8％

物件費物件費
13.4％13.4％

補助費等補助費等
14.2％14.2％

繰出金繰出金
13.9％13.9％

普通建設普通建設
事業費事業費
9.3％9.3％

積立金
3.3％

維持補修費
0.1％

自主財源 依存財源

町債
5.7％

歳 

入

歳 

出

33億2501万円

36億5499万円

町税
28.0％

地方交付税
41.2％

府支出金
6.2％

その他
4.3％

人件費
26.2％

公債費
12.8％

物件費
13.4％

補助費等
14.2％

繰出金
13.9％

普通建設
事業費
9.3％

扶助費
6.8％

【自主財源】
町が自ら収納・徴収できる財源
のこと
【依存財源】
国や県から交付・割り当てられ
る財源のこと
【地方交付税】
自治体の財政力に応じて国から
交付されるお金
【繰入金】
財政調整基金（家庭の預貯金に
あたる）の取り崩しなどにより
繰り入れたお金
【繰出金】
特別会計などに繰り出したお金

用語の解説



2010-3 広報いで ４

　
４
月
　
日
に
任
期
が
満
了
す
る

２８

井
手
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、

４
月
６
日
告
示
、
４
月
　
日
投
票

１１

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
京
都
府
知
事
選
挙
に
つ

い
て
も
３
月
　
日
に
告
示
さ
れ
同

２５

じ
く
４
月
　
日
が
投
票
日
と
な
り

１１

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
選
挙
は
、
私
達
の
代

表
を
選
ぶ
最
も
身
近
で
大
切
な
選

挙
で
す
。
棄
権
し
な
い
で
、
よ
く

見
・
よ
く
聞
き
・
よ
く
考
え
て
必

ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
投
票
の
順
序
は
、
ま
ず

井
手
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
、
次

に
京
都
府
知
事
選
挙
と
な
り
ま
す

の
で
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
次
の
よ
う
に
投
票
資
格

が
違
い
ま
す
の
で
よ
く
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

●
投
票
で
き
る
人
は

　
今
回
の
選
挙
に
投
票
資
格
の
あ

る
人
は
、
平
成
２
年
４
月
　
日
以

１２

前
に
生
ま
れ
、
投
票
日
当
日
　
歳
２０

に
入
所
中
の
方
で
投
票
所
に
い
け

な
い
と
見
込
ま
れ
る
方
の
た
め

に
、
投
票
日
の
前
で
も
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

は
、
井
手
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

で
は
４
月
７
日（
告
示
日
の
翌
日
）

か
ら
４
月
　
日（
投
票
日
の
前
日
）

１０

ま
で
で
す
。

　
ま
た
、
京
都
府
知
事
選
挙
で
は

３
月
　
日
（
告
示
の
翌
日
）
か
ら

２６

４
月
　
日
（
投
票
日
の
前
日
）
ま

１０

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
な
お
、
平

成
　
年
　
月
　
日
か
ら
平
成
　
年

２１

１２

２５

２２

１
月
５
日
ま
で
に
転
入
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
４
月
５
日
か
ら
４

月
　
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。）

１０

指
定
病
院
な
ど
で
す
る
場
合

　
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
指
定
し
た
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
・

身
体
障
害
者
支
援
施
設
な
ど
に
入

っ
て
お
ら
れ
る
方
も
、
そ
の
病
院

内
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
、
そ
の
障
害
の
程
度
に
よ

り
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
の
被
保
険
証

に
要
介
状
態
区
分
が
要
介
護
５
で

あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
も
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

お
忘
れ
に
な
っ
た
時
は
、
そ
の
旨

を
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
、

再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
投
票
の
仕
方

　
井
手
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は

候
補
者
の
氏
名
を
投
票
用
紙
（
う

ぐ
い
す
色
）
に
記
入
し
て
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

　
京
都
府
知
事
選
挙
は
候
補
者
の

氏
名
を
投
票
用
紙
（
白
色
）
に
記

入
し
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　
４
月
　
日
に
次
の
理
由
に
よ

１１

り
、
投
票
日
に
投
票
所
に
行
け
な

い
と
見
込
ま
れ
る
方
の
た
め
に
、

期
日
前
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
合
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
投
票
日
当
日
、
職
務
に
従
事
中

　
で
あ
る
と
き

②
何
ら
か
の
用
事
の
た
め
、
旅
行

　
中
ま
た
は
滞
在
中
で
あ
る
場
合

　（
た
と
え
ば
、
レ
ジ
ャ
ー
や
買

　
物
な
ど
の
私
用
で
投
票
区
の
区

　
域
外
に
い
る
よ
う
な
場
合
）

③
投
票
日
当
日
、
出
産
、
手
術
、　

　
身
体
の
障
害
等
で
歩
く
こ
と
が

　
困
難
で
あ
る
場
合
。

　
期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間

は
、
井
手
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

で
は
４
月
７
日（
告
示
日
の
翌
日
）

か
ら
４
月
　
日（
投
票
日
の
前
日
）

１０

ま
で
で
す
。
ま
た
、
京
都
府
知
事

選
挙
は
３
月
　
日（
告
示
の
翌
日
）

２６

か
ら
４
月
　
日（
投
票
日
の
前
日
）

１０

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
な
お
、

以
上
に
な
っ
て
い
る
人
で
、
平
成

　
年
１
月
５
日
ま
で
に
町
内
に
住

２２民
登
録
し
投
票
日
（
４
月
　
日
）

１１

当
日
も
引
き
続
い
て
在
住
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。

●
投
票
所
入
場
券
及
び
選
挙
公
報

の
配
布

　
投
票
所
入
場
券
の
配
布
に
つ
き

ま
し
て
は
、
選
挙
人
１
人
に
１

枚
、
郵
便
は
が
き
に
て
、
ご
家
庭

に
お
届
け
し
ま
す
。
投
票
日
当
日

ま
で
大
切
に
保
管
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
京
都
府
知
事
選
挙
の

選
挙
公
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

区
の
隣
組
よ
り
配
布
し
ま
す
。

●
投
票
所
入
場
券
は
忘
れ
ず
に

　
４
月
　
日
の
投
票
日
に
は
、
次

１１

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

煙
投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す
。

煙
入
場
券
に
指
定
さ
れ
た
投
票
所

以
外
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

煙
投
票
所
に
行
く
時
は
、
入
場
券

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、

平
成
　
年
　
月
　
日

２１

１２

２５

か
ら
平
成
　
年
１
月

２２

５
日
ま
で
に
転
入
さ

れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
４
月
５
日
か
ら

４
月
　
日
ま
で
と
な

１０

り
ま
す
。）
土
・
日

曜
日
も
含
め
て
、
午

前
８
時
　
分
か
ら
午

３０

後
８
時
ま
で
の
間
、

役
場
１
階
期
日
前
投

票
所
で
行
っ
て
い
ま

す
。

●
不
在
者
投
票
に
つ

い
て
　
４
月
　
日
の
投
票

１１

日
に
、
病
院
や
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
等

区域投票所の施設名投票所名

石垣・水無・高月井手小学校体育館第１投票所

上井手・有王上井手区公民館第２投票所

東部・西部・北部多賀小学校体育館第３投票所

南部南部公民館第４投票所

玉水玉水公民館第５投票所

北・南
いづみ人権交流センター

研修棟
第６投票所

あなたの投票所は

区域投票所の施設名投票所名

石垣・水無・高月井手小学校体育館第１投票所

上井手・田村新田上井手区公民館第２投票所

東部・西部・北部多賀小学校体育館第３投票所

南部南部公民館第４投票所

玉水玉水公民館第５投票所

北・南
いづみ人権交流センター

研修棟
第６投票所

あなたの投票所は

井
手
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

京
都
府
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
日
は
４
月
　
日
（
日
曜
日
）

１１
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な
お
、
こ
の
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
お
き
、
そ
の
証
明
書
を
添

え
て
投
票
用
紙
を
請
求
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
郵
送
す

る
期
間
も
考
慮
し
て
、
早
め
に
投

票
を
済
ま
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

井
手
町
以
外
の
市
区
町
村
で
不
在

者
投
票
を
す
る
と
き

　
不
在
者
投
票
を
さ
れ
る
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
滞
在
地
の
市
区
町
村

選
挙
管
理
委
員
会
で
宣
誓
書
用
紙

の
交
付
を
受
け
、
こ
れ
に
投
票
日

当
日
（
４
月
　
日
）
に
、
投
票
所

１１

へ
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
理
由
に

丸
を
つ
け
、
井
手
町
選
挙
管
理
委

員
会
に
、
直
接
ま
た
は
郵
便
で
投

票
用
紙
等
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
　
請
求
を
受
け
た
井
手
町
選
挙
管

理
委
員
会
は
、「
投
票
用
紙
」・「
不

在
者
投
票
用
封
筒
」
お
よ
び
封
を

し
た
「
不
在
者
投
票
証
明
書
」
を

交
付
し
ま
す
。
こ
の
「
不
在
者
投

票
証
明
書
」
の
封
筒
は
、
決
し
て

開
封
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
開
封

さ
れ
る
と
不
在
者
投
票
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　
交
付
さ
れ
た
投
票
用
紙
等
を
持

っ
て
滞
在
地
の
市
区
町
村
選
挙
管

理
委
員
会
の
指
示
に
従
っ
て
投
票

し
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
を
受
け
付
け
た
滞

在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
あ

な
た
の
不
在
者
投
票
を
す
ぐ
井
手

町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
送
付
し
ま

す
が
、
投
票
所
閉
鎖
時
刻
ま
で
に

到
着
し
な
い
と
無
効
に
な
り
ま
す

の
で
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
以
上
が
不
在
者
投
票
の
あ
ら
ま

し
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方

が
、
大
切
な
選
挙
権
を
行
使
で
き

る
よ
う
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
の

制
度
を
よ
く
理
解
し
、
該
当
す
る

方
は
進
ん
で
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
代
理
・
点
字
投
票
は

　
身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、
自

分
で
投
票
用
紙
に
候
補
者
等
を
記

載
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
代
理

投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
代
理
投

票
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
投
票
日

の
当
日
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
二
人
の
投
票
補

助
者
が
決
め
ら
れ
、
投
票
の
代
理

を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
目
の
不
自
由
な
方
に

は
、
点
字
投
票
制
度
が
あ
り
ま

す
。
遠
慮
な
く
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
、
投
票
の
秘

密
は
絶
対
に
守
ら
れ
ま
す
。

●
開
票
は

　
開
票
事
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

投
票
日
当
日
、
午
後
８
時
　
分
か

４５

ら
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
行
い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
井
手
町
選
挙

管
理
委
員
会
（
℡
　
‐
６
１
６
１
）

８２

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

資　格試験期日受付期間募集
種目

２０歳以上２６歳未満の者
（２２歳未満の者は大卒（見込含））
大学院修士学位取得者（海上技
術幹部候補生志願者は、理工学
修士学位取得者に限る）及び自
衛官は２８歳未満

１次：５月１５日・１６日
（１６日は飛行要員のみ）
２次：６月１５日～１７日
（指定する１日）
３次：７月１４～８月５日
（飛行要員のみ、指定する日）４月１日～５月１０日

一
般
・
技
術幹

部
候
補
生 専門の大卒（見込含）２０歳以上

３０歳未満の者（薬剤は２０歳以
上２６歳未満の者（薬学修士学位
取得者は２８歳未満））

１次：５月１５日
２次：６月１５日～１７日
　　　のうち指定する１日

歯
科
・
薬
剤
科

１８歳以上２７歳未満の者
１次：５月２２日
２次：６月２３日～２８日
　　　のうち指定する１日

４月１日～５月１０日
　　　　　　　　　＊

一
般
曹
候
補
生

平成２２年度自衛官補募集案内

１　募集種目及び試験期日等

※詳細につきましては、次の受付及び問い合わせ先に確認してください。
２　受付及び問い合わせ先
（1）自衛隊京都地方協力本部　 京都市中京区御池通西洞院西入ル石橋町438‐1　 ℡  075‐211‐3471
(2)　宇治地域事務所　宇治市広野町西裏100-30　コメウビル２F　　　　　　　 ℡　44‐7139

（注）　＊　平成２３年３月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者の受付については、上表にかかわら
ず、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降実施します。
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２
月
　
日
（
金
）、
井
手
小
学
校

１２

で
、
障
害
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
授
業
が
行
わ
れ
、

５
年
生
　
人
が
、
宇
治
田
原
町
在

６０

住
の
視
覚
障
害
者
の
田
和
信
夫
さ

ん
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
田
和
さ
ん
は
、
杖
を
使
っ
て
の

歩
行
や
特
殊
な
針
を
使
っ
て
の
縫

物
な
ど
、
失
明
し
た
と
き
に
行
っ

方
や
考
え
方
に
よ
っ
て
答
え
は
違

っ
て
く
る
。
子
ど
も
の
教
育
で
問

題
に
直
面
し
た
と
き
、
問
題
と
な

っ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
考
え
る
の

で
は
な
く
、
子
ど
も
の
生
活
の
い

ろ
い
ろ
な
面
を
見
る
こ
と
に
よ
っ

て
解
決
の
糸
口
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
自
分
が
子
ど
も
だ
っ
た
こ

ろ
に
あ
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
も

必
要
。
ま
た
、
近
所
の
子
や
兄
弟

と
比
べ
る
こ
と
は
決
し
て
し
な
い

よ
う
に
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
月
　
日
（
土
）、
自
然
休
養
村

１３

管
理
セ
ン
タ
ー
で
第
　
回
綴
喜
地

４４

区
社
会
環
境
浄
化
研
究
会
が
開
催

さ
れ
、
約
２
０
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
研
究
会
は
綴
喜
２
市
２
町
の
青

少
年
健
全
育
成
に
係
わ
る
団
体
で

構
成
す
る
綴
喜
地
区
社
会
環
境
浄

化
連
絡
協
議
会
主
催
で
行
わ
れ
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
の
村
田
晨
吉

さ
ん
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、「
こ
こ
ら
で
一
考
　
大
人
の
あ

り
方
…
子
ど
も
の
見
方
」
と
題
し

た
松
田
定
教
育
長
に
よ
る
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
松
田
教
育
長
は
、
こ
と

わ
ざ
や
算
数
の
図
形
問
題
を
例
に

出
し
な
が
ら
柔
軟
な
考
え
方
の
必

要
性
を
説
明
し
、「
も
の
ご
と
の
見

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウ オ
ッ チ ン

グ

講演の様子

た
訓
練
の
話
を
さ
れ
た
あ
と
、
点

字
の
読
み
方
や
書
き
方
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
児
童
か
ら
の
「
目
が
見

え
な
く
な
っ
て
一
番
困
っ
た
こ
と

は
な
ん
で
す
か
？
」
と
い
う
質
問

に
対
し
、「
歩
く
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
訓
練
す
る
こ
と
で
歩
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
目
が
見
え
な

い
人
で
も
努
力
す
れ
ば
何
で
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。」と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
児
童
ら
は
ア
イ
マ
ス

ク
を
つ
け
て
歩
く
体
験
を
行
い
ま

し
た
。　

　
２
月
　
日
（
月
）、
京
都
府
公
館

１５

で
「
森
林
の
整
備
活
動
に
関
す
る

協
定
の
締
結
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
協
定
は
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
と
公
益
社
団
法
人

京
都
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
協
会
、

京
都
府
、
南
山
城
地
域
の
関
係
す

る
５
市
町
村
の
間
で
締
結
さ
れ
ま

し
た
。

　
協
定
は
サ
ン
ト
リ
ー
㈱
の
水
源

か
ん
養
エ
リ
ア
で
あ
る
南
山
城
地

域
の
森
林
の
整
備
を
約
　
年
か
け

３０

て
サ
ン
ト
リ
ー
と
エ
リ
ア
内
の
市

町
村
が
協
力
し
て
行
う
も
の
で

す
。　

子
ど
も
の
教
育
は
柔
軟

な
思
考
で

目
の
見
え
な
い
人
の

生
活
を
知
る

締結式の様子

森
林
の
整
備
活
動
に
関

す
る
協
定
を
締
結

田和さんのお話を聞きました

第
　
回
井
手
町
社
会
福

１６
祉
大
会

　
２
月
　
日
（
金
）、
自
然
休
養
村

１９

管
理
セ
ン
タ
ー
で
第
　
回
井
手
町

１６

社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
　
開
会
に
あ
た
り
中
坊
溥
会
長
か

ら
「
子
ど
も
や
障
害
を
お
持
ち
の

方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

な
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ

に
適
し
た
支
援
体
制
を
整
え
て
い

か
な
け
れ
ば
。」と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　
次
に
、
永
年
勤
続
役
員
功
労

者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者

や
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
寄
附
な

ど
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
に
対

し
表
彰
状
及
び
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
た
後
、
来
賓
か
ら
の
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
ほ
か
、
大
会
決
議
案
の

採
択
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
、

　
そ
の
後
、
第
２
部
と
し
て
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
弥
勒
会
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
で
の
里
の
職
員

に
よ
る
「
認
知
症
の
早
期
発
見
と

接
し
方
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

大会の様子
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１
月
　
日
（
水
）、
多
賀
小
学
校

２７

で
障
害
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
授
業
が
行
わ
れ
、

５
・
６
年
生
の
児
童
が
車
イ
ス
介

助
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
授
業
に
は
講
師
と
し
て
弥
勒
会

か
ら
３
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
参
加

し
、
車
イ
ス
の
押
し
方
や
方
向
転

換
、
段
差
の
越
え
方
な
ど
を
教
え

た
後
、
児
童
ら
が
交
代
で
車
イ
ス

に
乗
っ
た
り
押
し
た
り
し
な
が

ら
、
体
験
し
ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
「
車
イ
ス
が
重
く
て

回
転
さ
せ
る
の
が
難
し
か
っ
た
。

ま
た
、
乗
っ
て
い
る
人
が
怖
が
ら

な
い
よ
う
に
声
を
か
け
る
の
が
難

し
か
っ
た
。」と
感
想
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

車
イ
ス
体
験
学
習
を

実
施
ま
し
た

　
昨
年
８
月
に
行
わ
れ
た
衆
院
選

で
、
選
挙
事
務
の
管
理
執
行
や
明

る
い
選
挙
の
推
進
に
尽
力
し
た
と

し
て
、
井
手
町
選
挙
管
理
委
員
会

の
委
員
長
、
宮
本
安
さ
ん
が
総
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
５
日
（
金
）、
役
場
で
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
山
城
広
域
振
興
局

長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
　
宮
本
さ
ん
は
「
選
管
委
員
や
ス

タ
ッ
フ
の
お
か
げ
。
皆
さ
ん
が
盛

後
、
家
型
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

を
使
っ
て
、
柱
と
柱
の
間
に
斜
め

に
入
れ
る
「
筋
交
い
」
を
入
れ
た

家
と
入
れ
て
い
な
い
家
で
の
揺
れ

方
の
違
い
を
体
験
し
、
補
強
材
の

重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。　

車イスの体験をしました

宮
本
委
員
長
に
総
務
大

臣
表
彰

参加者による安全マップづくり

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
学
び
ま
し
た

　
２
月
　
日
（
月
）、
井
手
小
学
校

２２

で
「
親
の
た
め
の
応
援
塾
」
が
開

催
さ
れ
、
児
童
の
保
護
者
と
来
春

入
学
予
定
の
保
育
園
児
の
保
護
者

ら
約
　
名
が
参
加
し
、
校
区
の
安

２０

全
マ
ッ
プ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
応
援
塾
で
は
、
校
区
の
危
険
箇

所
を
調
べ
る
た
め
、
全
校
児
童
と

保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た

う
え
で
、
２
月
５
日
（
金
）
に
実

地
調
査
と
し
て
、
地
区
ご
と
で
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
見
通
し
が
悪

い
交
差
点
や
人
気
が
少
な
い
場

所
、
池
や
川
な
ど
の
写
真
撮
影
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
実
地
調
査
で
撮
影

し
た
写
真
を
マ
ッ
プ
に
は
り
つ

け
、
注
意
事
項
な
ど
を
記
載
し
ま

子
ど
も
た
ち
の
安
全
の

た
め
に

し
た
。

　
参
加
者
は
「
長
い
間
井
手
町
に

住
ん
で
い
る
が
、
知
ら
な
い
道
や

再
確
認
し
た
危
険
箇
所
な
ど
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。」と
感
想
を

述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
マ
ッ
プ
は
井
手
小
学

校
に
掲
示
さ
れ
る
と
と
も
に
校
区

の
保
育
園
に
回
覧
さ
れ
ま
す
。

　
２
月
９
日
（
火
）、
多
賀
小
学
校

で
、
地
震
に
強
い
安
心
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
を
学
ぶ
た
め
の
出
前
授

業
が
井
手
分
署
や
府
山
城
北
土
木

事
務
所
職
員
の
指
導
の
も
と
に
行

わ
れ
、
３
年
生
　
人
が
参
加
し
ま

２０

し
た
。

　
授
業
で
は
、
起
震
車
を
使
っ

て
、
震
度
７
の
体
験
が
行
わ
れ
たペーパークラフトで家の模型を作る児童ら

り
上
げ
て
く
れ
た
の
で
、
し
っ
か

り
や
っ
て
こ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。」と
感
想
を
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。　

受賞された宮本委員長（写真中央）

町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会

　
２
月
　
日
（
日
）、
山
城
勤
労
者

１４

福
祉
会
館
で
町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、　
チ
２０

ー
ム
、
１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
地
区
の
部
】

優
　
勝
　
高
月
区
　

準
優
勝
　
上
井
手
区
Ａ

【
女
子
の
部
】　

優
　
勝
　
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
レ
デ
ィ
ー
ス
多
賀
Ｂ

【
一
般
の
部
】

優
　
勝
　
オ
ー
ル
山
城
保
護
者
Ａ

準
優
勝
　
オ
ー
ル
山
城
保
護
者
Ｂ白熱した試合
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家屋調査にご協力ください

　家屋の固定資産税は、毎年１月１日に所有されている
方に課税されます。次のような場合は税務課までご連絡
ください。
○新築・増築
　日程調整のうえ、職員が訪問して家屋調査を行います。
この調査は固定資産税の基となる評価額を算出するため
に行うものです。なお、建築図面等資料の借用をお願い
する場合があります。
○取り壊し
　「滅失届出書」の届出が必要です。届出がないと翌年度
以降も課税されてしまうことがあります。なお、登記し
ている家屋を取り壊した場合で、すでに法務局で滅失登
記の手続きをされた方は、届出の必要はありません。
○未登記家屋の所有者を変更
　「未登記建物取得届出書」の届出が必要です。届出がな
いと翌年度以降も前の所有者に課税されてしまうことが
あります。

バイク・軽自動車の廃車・名義変更の手続きは
お早めに

　軽自動車税は、毎年その年の４月１日現在で所有して
いる人に課税されます。
　盗難などで、現在所有していなくても廃車の手続きを
されませんと課税されることになります。
　なお、廃車・名義変更の手続きをする場所は、次のと
おりです。
【役場税務課】
　排気量が１２５㏄以下の単車および農耕作業用自動車（耕
運機・トラクター等）。
【陸運局】
　軽自動車（軽四輪貨物および乗用車・１２５㏄を超える単
車）。
※４月１日を過ぎますと、実際にはバイクや軽自動車を
所有していないのに課税されることになりますのでご注
意ください。
　また、陸運局では毎年、年度末の３月は窓口が大変混
雑し、長時間お待ちいただくことになりますので、登録・
異動・廃車等の申請は、できるだけ早め（３月１５日ごろ
まで）に済ませていただくようお願いします。
　なお、軽自動車税納税通知書は４月中旬に発送いたし
ますので、４月２０日（火）までに納税通知書が届いてい
ない方、もしくは、廃車申告等の手続きをされたのに納
税通知書が届いている方は、お手数ですがご連絡くださ
い。

減免申請は４月２３日までに

　軽自動車税には、身体に障害のある方に対する減免制

度があります。この制度を受けようとする方は、４月２３
日（金）までに税務課で申請手続をしてください。
申請手続に必要な書類等
○減免申請書（税務課にあります）
○軽自動車税納税通知書
○障害者手帳等に関する証明書
○当該車両を使用される方の運転免許証
○軽自動車検査書
　なお、減免対象者は一定の要件を満たす必要がありま
すので、詳しい内容についてはお問い合わせください。

固定資産税の縦覧・閲覧

葛土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧
　納税者が町内の土地や家屋の価格との比較を通じて、
自己の土地や家屋の評価が適正かどうかを確認できるよ
うに「土地価格等縦覧帳簿」と「家屋価格等縦覧帳簿」
が縦覧できます。
○縦覧事項
「土地価格等縦覧帳簿」…所在、地番、地目、地積、評価
額
「家屋価格等縦覧帳簿」…所在、家屋番号、種類、構造、床面
積、建築年、評価額
葛固定資産課税台帳の閲覧
　納税義務者が所有する固定資産、借地人・借家人が使用
している固定資産、賦課期日後に固定資産を取得された
方などが対象資産について「固定資産課税台帳」に記載
された内容を閲覧することができます。
○閲覧事項
「土地課税台帳」…所有者の住所・氏名、土地の所在、地番、
地目、地積、評価額など
「家屋課税台帳」…所有者の住所・氏名、家屋の所在、家
屋番号、種類、構造、床面積、建築年、評価額など
「償却資産課税台帳」…所有者の住所・氏名、取得価格、
帳簿価格、評価額など
《必要書類等》
①印鑑（認印）
②納税通知書、課税明細書
③本人が確認できる免許証等
④委任状と代理人本人が確認できる免許証等
⑤賃貸借契約書と本人が確認できる免許証等
⑥所有権を取得したことを証する書類と本人が確認でき
る免許証等
葛縦覧期間　平成２２年４月１日から４月３０日（土、日・
祝日を除く）
葛閲覧期間　平成２２年４月１日から翌年３月３１日（土、
日・祝日及び１２月２９日から１月３日を除く）

葛縦覧・閲覧時間　午前８時半から午後５時１５分（正午
から午後１時までを除く）
葛場所　役場税務課
＊お問い合わせは、税務課（TEL８２‐６１６３）まで

必要書類等縦覧できる方

①・②又は③納税者（現に土地又は家屋の固定資産税を納めている者）

縦
覧

①・②又は③納税者と同一世帯の親族

①・②又は③納税管理人

①・④納税者の代理人

必要書類等閲覧できる方

①・②又は③納税義務者

閲
覧

①・④納税義務者の代理人

①・⑤借地人・借家人

①・⑥賦課期日後に固定資産を取得された方など

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧、固定資産課税台帳等の閲覧のできる方

 ＊税務課からのお知らせ＊
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 国民健康保険からのお知らせ

■　国民健康保険証の更新をお忘れなく

■　７０歳～７４歳までの方の窓口負担（１割）が据え置かれます

 老人医療費受給者証の更新について

◇お問い合わせは、保健医療課（℡８２－６１６６）まで

　井手町の「国民健康保険被保険者証（保険証）」は、２年ごとの更新で平成２２年３月３１日まで
が有効期限となっています。
　平成２２年度からは、一般被保険者証は「クリーム色」、退職被保険者証は「うぐいす色」に変
わります。
　つきましては、保険証の更新を次のように行います。

【更新方法】
１　郵送の方・・・平成２２年１月末日時点で平成２１年度分保険税の納付が１／２以上で、平成２０
　　年度以前分について滞納がない世帯については、３月中旬より簡易書留郵便で、順次郵送し
　　ます。

２　窓口更新の方・・・上記以外の世帯。なお、更新は、平成２２年３月２３日（火曜日）より、役
　　場保健医療課の窓口において行います。（保険税が未納の方については、納付相談を行いま
　　す。）※ただし、土・日・祝日は除きます。
　　ご来庁の際は、印鑑と旧保険証をお持ちください。

※　特別の事情がないのに保険税を滞納した場合や納期限から１年間経過して保険税を滞納し
た場合、短期被保険者証の交付または被保険者証を返還していただくことがあります。

　国民健康保険に加入されている７０歳から７４歳までの方に交付しております「国民健康保険高齢
受給者証」（白色）の「一部負担金の割合」欄に「２割（平成２２年３月３１日までは１割）」と記載
されているものをお持ちの方については、制度がさらに１年間延長されたことから、高齢受給者
証の更新が必要となりました。（※ただし、有効期限については、毎年８月１日に前年の所得に基
づき負担割合の見直しを行うため、平成２２年７月３１日までとなっています。）
　なお、新しい高齢受給者証は、「国保証」郵送の方については、同封して３月中旬に郵送予定で
す。
　また、保険税未納世帯の方については、「国保証」と合わせて窓口で更新させていただきます。
（※ただし、一部負担金の割合が「３割」と記載されている方の負担割合の変更はありません。）

　６５歳～６９歳までの｢福祉医療費受給者証（老）｣（緑色）を現
在お持ちの方について、７０歳～７４歳までの方の窓口負担（１割）
が据え置かれたことによって、老人医療費助成事業においても
窓口負担（１割）を継続することになりました。
　｢福祉医療費受給者証（老）｣の有効期限が平成２２年３月３１日
となっておりますので、平成２２年４月１日～７月３１日までの　
｢福祉医療費受給者証（老）｣を３月中旬に郵送予定です。
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日
曜
・
祝
日
の
応
急
診
療

〈内科・小児科〉
京田辺市休日応急診療所
診療受付時間：午前８時３０分～午後２時３０分

TEL ０７７４-６３-２６６２

 京
都
府
山
城
北
保
健
所
難
病
相

談
（
関
節
リ
ウ
マ
チ
）
に
つ
い
て

日
時
／
３
月
　
日
（
水
）
午
後
１

２４

時
～
３
時
半
（
受
付
）

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴

喜
分
室
（
京
田
辺
市
） 

対
象
者
／
関
節
リ
ウ
マ
チ
及
び
そ

の
疑
い
が
あ
る
方
や
そ
の
家
族
　

内
容
／
 専
門
医
に
よ
る
個
別
相

談
と
指
導
・
助
言
　
　
　
　
　
　

担
当
医
師
／
京
都
第
一
赤
十
字
病

院
　
糖
尿
病
・
内
分
泌
・
リ
ウ
マ

チ
科
　
部
長
　
福
田
亙
先
生
 

定
員
／
６
名
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
方
法
／
３
月
２
日
（
火
）
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
℡
　
‐
５
７
４
５
）

６３

土金木水火月日
13121110983/7

わらびー
わらべうたサークル
（支援センター）

遊びの広場
育児相談と同時実施
（保健センター）

多賀保育園園庭開放日
竹の子ひろば

20191817161514

さんさん会（ＯＰ）
リトミック

（支援センター）
さんさん会

（支援センター）

とことこ広場
よちよち広場

（保育園の園庭で遊ぼう）
（支援センター）

竹の子ひろば

27262524232221
ぴよぴよ広場
手あそび

（支援センター）
さんさん会
（玉泉苑）

子育て支援講座
（支援センター）

玉川保育園園庭開放日
竹の子ひろば

324/131302928

竹の子ひろば
おでかけ広場
（西部公民館）
多賀地区

654

 子育てサークルの紹介活動
さんさん会：午前１０時～ 正午【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】
　　代表：乾（０９０－３８６６－２５８５）
竹の子ひろば：午前１０時半～正午【未就園児の子どもとその保護者】
　　代表：巽（８２－２４３６）
ベジッ子クラブ：午前9時半～正午【食育に興味のある方】
　　代表：平間（０９０－５３６７－０３９７）
わらびー（わらべうたサークル）　　【妊婦さんから上限なし】
　　代表：巽（８２－２４３６）

★初めての方は、代表まで連絡ください。

各広場の対象者　場所：子育て支援センター

＊とことこちゃん広場：1歳半～就学前の子どもとその保護者
＊よちよちちゃん広場：7ヶ月～1歳半位の子どもとその保護者
＊ぴよぴよちゃん広場：妊婦～6ヶ月位の子どもとその保護者
＊おでかけ広場：妊婦～就学前の子どもとその保護者

※どの事業も予約なしでいつでも参加できます。

子育て支援センターからのお知らせ

　子育て支援センターは、玉川保育園にあります。【ＴＥＬ・ＦＡＸ　：　0774－82－2232】

　　★子育て支援センターは、事業の日だけでなく毎日開いています。

　　★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。　

　　★利用時間　：　月曜日　～　金曜日　午前9時30分～午後4時00分

　　　（ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）

3・４月の事業　時間：午前10時～正午

◇子育て講座のお知らせ

日　時…３月２４日（水）ＡＭ１０：３０～１２：００
内　容…保健師とのフリートーク交流会
（子どもの成長に伴う悩みや思いなど保健師を交えて情報交換
を行い、参加者同士の子育て力のアップにつなげましょう！）



2010-3広報いで１１１１

禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

２００８年度 全国中学生人権作文コンテストの入賞作品から

　このコンテストは、法務省と全国人権擁護委員連合会が、次代を担う中学生の皆さんに自分
の身近にある人権についての思いを作文に書いてもらうことによって、人権尊重の大切さや基
本的人権についての理解を深め、豊かな人権感覚を身につけてもらうことを目的に開催されて
います。
　作品から伝わってくる中学生の純粋な気持ちにふれて、人権について考えましょう。　

人との接し方
　　　　　　　　　　　兵庫県　洲本市立由良中学校２年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 山本 　 捺美 

やまもと なつみ

　私の住んでいる町には、電車がありません。バスも、便
が一時間から二時間に一回などととても少ないので不便で
す。だから、私はあまり、バスや電車などでのマナー違反
をしている人を見かけたときがありません。
　この前、家族で出かけたときに電車を使うことになりま
した。私たち家族が、電車に乗ったときは、もうすでに満
員で座席は一つも空いていませんでした。私は背が低く
て、つり革には届くか届かないかだったし、満員だったの
で、近くにあった乗車出入り口の手すりにつかまっていま
した。どこから乗ったのか、誰が見てもチャラチャラして
ると言えるような、高校生ぐらいの女の人が、優先座席に
座って、耳にイヤフォンをつけ、携帯電話をさわっていま
した。優先座席は、お年寄りや体の不自由な人、妊婦の人
たちの特別な席です。しかしこのチャラチャラとしている
女の人は、顔色もとても良く、まったくどこも悪くなさそ
うなのです。私は、この女の人がどうして優先座席に座っ
ているのか不思議に思っていました。
　しばらくして、たくさんの荷物と、杖を持った一人のお
ばあさんが乗ってきました。おばあさんは空いている席が
ないかあちらこちらを見回していましたが、あきらめて、
あの女の人が座っている座席のすぐ横の手すりにつかまり
ました。電車が大きくゆれ、そのたびにおばあさんがよろ
よろと杖にもたれかかりました。そのそばで私は危ないな
ぁ，あの女の人に何も言えない私はなさけないなぁなど、
いろいろな思いをいだきながら、見続けていました。それ
でも優先座席に座っているあの女の人は下を向いたまま横
にいるおばあさんに、座席をゆずろうとはしません。する
と口々に周囲の人たちが、
「あの子、まだ若いんだから、おばあさんに席をゆずって
あげればいいのにねぇ。」
「ほんとねぇ。あの子には思いやりってものがないのかし
ら。」
などと、こそこそ話しているのが聞こえました。あの女の
人にも十分聞こえそうなぐらいいや、あの女の人に聞かせ
るように周りの人たちは口々に話しているのだろうと私は
思いました。それでも、あの女の人は、おばあさんに座席
をゆずろうとしないのです。今でいうKY。空気がよめな
い子なんだなと私は思いました。すると女の人の横に座っ
ていたおばさんが、

「ねぇーあなた、そちらのおばあさんに座席をゆずってあ
げなさいよ。優先座席は、お年寄りや体に障害をもった人
たちのために作られた座席でしょう。おばあさん、こんな
に荷物、持っておられるのよ。ねぇ、ほら。」
と少し厳しい口調で、女の人に言いました。私は、こんな
大人の人にあこがれます。とても、尊敬できる人だなぁと
思いました。すると、乗客の冷たいまなざしが、みな、そ
の女の人に向けられました。女の人は何も言えずに、目に
涙をたくさんため、じっとうつむいたままでしたが、やが
てそろそろと立ち上がりました。そして、おばあさんに席
をゆずろうとして立ち上がり、一歩足を踏み出した時私は
「はっ。」と思わず声を出してしまいました。これまでの、
ざわめきも一瞬のうちに消えました。この女の人は足が不
自由だったのです。左足をひきずり、よろよろとしながら
あわてて逃げるように次の駅で降りました。
　電車の中は静まり返ってしまいました。さっき注意をし
たおばさんは、気まずい表情をして、うつむいたまま黙っ
てしまいました。
　しかし私は、おばさんのとった行為や発言は必ずしも悪
いことではないと思います。おばあさんのことを考えて、
周囲の思いを代弁して、おばさんなりの良心にしたがって
行動したことは、無関心、不干渉の現代においては大変意
義のあることではないかと思いました。では、おばさんは
どうすれば良かったのか、あるいはどうすれば、女の人は
傷つかずにすんだのだろうか、「思いやりをもって人と接す
るということ」はどういうことだろうか。
　それは相手の気持ちを考えた行為や言葉かけをし、決し
て自分の勝手な思い込みをしないで、行き違いが生じたと
きにはすぐに反省し軌道修正をすることだと思います。も
ちろん優先座席云々関係なく座席をゆずるということは当
然すぎる良識ですが。私は、この場にいたことで、思い込
みや決めつけ、先入観は、お互いを傷つけることになると
いうことを知りました。たとえ自分の良心にしたがった行
動が思わぬ結果を招いた場合でも、すぐに反省をし軌道修
正をすることが大事だということを学びました。
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日
時
／
３
月
　
日
・
　
日
・
４
月
　
日
（
土
）
い

１３

２７

１０

ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡
　
‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
３
月
　
日
・
　
日
（
金
）
い
ず
れ
も
、
午

１２

２６

後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
３
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午
・
　

１２

１０

２６

日
（
金
）
午
前
　
時
～
　
時
半

１０

１１

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
３
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２５

《
ビ
ー
ズ
手
芸
》

日
時
／
３
月
　
日
（
月
）
午
前
　
時
～
正
午
・
午

２９

１０

後
１
時
～
３
時

持
ち
物
／
ガ
ー
ゼ
の
ハ
ン
カ
チ

【
健
康
教
室
】

日
時
／
３
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１７

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
絵
手
紙
を
描
き
ま

し
ょ
う
）】

日
時
／
３
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１７

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
３
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１１

場
所
／
賀
泉
苑

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
》

日
時
／
４
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
４
月
８
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上

６５

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
３
月
　
日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

２５

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
３
月
　
日
（
金
）

１２

対
象
／
Ｈ
　
・
７
・
８
か
ら
Ｈ
　
・
　
・
７
生
ま

１８

１８

１０

れ受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

平
成
　
年
度
第
1
回
警
察
官
採
用

22

試
験

第
１
次
試
験
日
／
５
月
９
日
（
日
）

申
込
み
受
付
期
間
／
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
】

３
月
５
日
（
金
）
～
４
月
９
日
（
金
）

【
郵
送
受
付
】
３
月
５
日
（
金
）
～
４
月
　
日
（
金
）

１６

※
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ
／
田
辺
警
察
署
（
℡
　
‐
０
１
１
０
）

６３

地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

事
業
交
付
金
に
つ
い
て

募
集
期
間
／

【
第
１
回
】４
月
１
日（
木
）～
５
月
７
日（
金
）ま
で

【
第
２
回
】９
月
１
日（
水
）～
９
月
　
日（
木
）ま
で

３０

対
象
事
業
／
環
境
保
全
、
子
育
て
支
援
、
防
災
・

防
犯
な
ど
、
地
域
の
方
々
が
取
り
組
む
地
域
づ
く

り
の
基
盤
と
な
る
活
動

交
付
率
・
交
付
上
限
額
／
対
象
事
業
費
の
３
分
の

１
以
内
（
１
０
０
万
円
以
内
）

※
京
都
市
域
外
の
活
動
に
は
、
市
町
村
振
興
協
会

か
ら
も
同
様
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

活
動
の
タ
イ
プ
に
応
じ
て
交
付
率
・
交
付
上
限
額

の
優
遇
が
あ
り
ま
す
。

講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
３
月
　
日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時

３１

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

日
時
／
３
月
　
日
・
４
月
３
日
（
土
）
午
後
１
時

２０

半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

体
育
館

【
和
太
鼓
教
室
】 ３

月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
　
期
納
期
限
で
す

１０

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
さ
れ

ま
し
た
か

　
戸
建
て
住
宅
・
店
舗
併
用
住
宅
・
共
同
住
宅
は
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
寝
室
・
階
段
・
台
所
な
ど
に
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
や
消
防
団
が
販
売
を
し
た
り
、
特
定
の
業

者
に
販
売
を
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
＝
京
田
辺
市
消
防
本
部
　
予
防
課
（
℡

　
‐
７
８
２
６
）

６３京
田
辺
市
消
防
署
　
井
手
分
署
（
℡
　
‐
３
０
０

８２

０
）救

命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
４
月
４
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
／
４
月
３
日
（
土
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
（
℡

　
‐
３
０
０
０
）

８２
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各

種

相

談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
４
月
５
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
３
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１５

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
３
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

１５

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回
　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）

に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ

た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
３
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２３

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
３
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
４
時

２３

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
３
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
半
～
午
後
２

２３

１０

時場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

　

３
月
は
、
多
賀
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
！

　
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
を
安
定
供
給
し
、
き

れ
い
な
河
川
や
自
然
を
守
る
た
め
、
上
下
水
道

は
大
変
重
要
な
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

　
井
手
町
の
水
道
と
下
水
道
は
、
利
用
者
か
ら

の
料
金
な
ど
で
経
営
し
て
お
り
、
水
道
料
金
・

下
水
道
使
用
料
が
納
付
さ
れ
な
い
と
管
理
運
営

に
支
障
が
生
じ
ま
す
。

　
安
心
で
安
全
な
水
の
供
給
を
行
う
に
は
、
日

常
管
理
や
水
道
施
設
・
設
備
の
更
新
、
さ
ら
に

は
老
朽
管
の
取
替
え
な
ど
の
投
資
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
汚
水
を
処
理
す
る
処
理
場
の
運
転
や

施
設
の
維
持
管
理
な
ど
の
経
費
が
、
下
水
道
事

業
に
は
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
は

料
金
が
キ
チ
ン
と
納
入
さ
れ
て
こ
そ
健
全
な
経

営
が
で
き
る
わ
け
で
す
が
、
料
金
の
滞
納
が

年
々
増
加
し
て
お
り
、
健
全
な
事
業
運
営
に
支

障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
利
用
者
の
公
平
性
を
確
保
し
、

健
全
な
事
業
運
営
を
進
め
る
た
め
、
料
金
の
徴

収
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
納
付
要
請
等
に

も
か
か
わ
ら
ず
納
付
が
滞
る
場
合
に
は
、
督
促

状
や
催
告
書
を
送
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
悪
質
な
滞
納
の
場
合
に
は
、
給
水
を

停
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
納
付
期
限
内
の
お
支
払
い
に
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　　
上
下
水
道
料
金
な
ど
で
不
明
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
役
場
上
下
水
道
課
（
℡
　
‐
６
１

８２

６
９
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
ホ
ッ
ト
な
映
画
ご
案
内
】

手
話
で
魅
せ
る
愛
と
感
動
の
話
題
作
！

映
画
「
ゆ
ず
り
葉
」君
も
ま
た
次
の

き
み
へ
　
上
映
会

上
映
日
時
／
３
月
　
日
（
土
）

２０

①
昼
の
部
　
午
後
２
時
～

②
夜
の
部
　
午
後
６
時
～

会
場
／
Ｃ
Ｉ
Ｋ
ビ
ル
（
京
田
辺
市
商
工
会
館
）
４

Ｆ
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
　
京
田
辺
市
田
辺
久
戸
　
‐
３

５２

主
催
／
「
ゆ
ず
り
葉
」
山
城
上
映
推
進
委
員
会

主
管
／
京
田
辺
市
聴
覚
障
害
者
協
会

前
売
券
／
大
人
１
，
２
０
０
円
　
高
校
生
以
下
８

０
０
円

（
当
日
券
　
大
人
１
，
５
０
０
円
　
高
校
生
以
下

１
，
０
０
０
円
）

チ
ケ
ッ
ト
・
お
問
い
合
わ
せ
／
京
田
辺
会
場
上
映

事
務
局
（
田
中
）

山
城
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー（
さ
ん
さ
ん
山
城
）

気
付

京
田
辺
市
興
戸
小
モ
詰
　１８

℡
　
‐
７
１
１
３

３９
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
‐
４
１
０
２

６５

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

　
井
手
町
で
は
昨
年
度
、
ま
ち
づ
く
り
に
共
感

し
て
い
た
だ
き
、
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
の

意
思
を
受
け
入
れ
る
た
め
、「
井
手
町
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

【
平
成
　
年
度
は
次
の
事
業
に
役
立
て
て
欲
し

２０

い
と
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
】

煙
歴
史
・
文
化
継
承
に
関
す
る
事
業
【
３
万
円
】

煙
そ
の
他
、
ふ
る
さ
と
の
活
性
化
に
関
す
る
事

　
業
【
３
万
円
】

　
今
後
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
ご
利
用
い

た
だ
き
、
井
手
町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
へ
の
ご

寄
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
次
の
用
途

に
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
自
然
・
環
境
保
全
に
関
す
る
事
業

（
玉
川
の
水
環
境
保
全
、
桜
並
木
の
育
成
保
全
、

源
氏
ボ
タ
ル
・
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
保
護
な
ど
）

②
歴
史
・
文
化
継
承
に
関
す
る
事
業

（
遺
跡
・
文
化
財
保
護
、
橘
諸
兄
・
小
野
小
町
の

伝
承
な
ど
）

③
安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
防
災
整
備
な
ど
）

④
そ
の
他
、
ふ
る
さ
と
の
活
性
化
に
関
す
る
事

業＊
寄
付
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
／
井
手
町

役
場
総
務
課
・
企
画
財
政
課（
℡
　
‐
２
０
０
１
）

８２
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視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、 
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
  ３
月

煙
一
般
書

「
Ｇ
Ｅ
Ｑ
」 

柴
田
哲
孝

「
白
い
花
と
鳥
た
ち
の
祈
り
」河
原
千
恵
子

「
早
雲
の
軍
配
者
」 

富
樫
倫
太
郎

「
真
昼
の
花
火
」 

吉
村
昭

「
ナ
ニ
カ
ア
ル
」 

桐
野
夏
生

「
深
重
の
橋
」
上
・
下
　
 澤
田
ふ
じ
子

「
愛
し
い
ひ
と
」 

明
野
照
葉

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

　
月
～
３
月
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

１０

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

☆
３
月
・
４
月
の
休
館
日

３
月
　
・
　
・
　
・
　
日

１５

２３

２５

２９

４
月
５
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１２

１９

２６

３０

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

煙
児
童
書

「
お
じ
い
さ
ん
の
い
え
」 

植
垣
歩
子

「
ど
れ
に
し
よ
う
か
な
」 つ
ち
だ
の
ぶ
こ

「
が
ん
ば
っ
た
ね
、
ち
び
く
ま
く
ん
」

 
エ
マ
・
チ
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ク
ラ
ー
ク

「
ふ
た
り
で
お
か
い
も
の
」

 

い
と
う
ひ
ろ
し

「
四
角
い
ク
ラ
ゲ
の
子
」 

今
江
祥
智

☆
３
月
・
４
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

３
月
　
日
（
土
）
４
月
　
日
（
土
）

１３

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

３
月
　
日
（
土
）
４
月
　
日
（
土
）

２０

１７

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
読
み
聞
か
せ
講
座
》

３
月
７
日
（
日
）
午
前
　
時
　
分
～

１０

４５

午
後
１
時
　
分
～

３０

《
絵
本
の
贈
呈
及
び
読
み
聞
か
せ
》

３
月
　
日
（
日
）
～
　
日
（
火
）
ま
で

２１

３０

銀盤のトレース
碧野圭
名古屋でフィギュアスケート
に打ち込む小６の竹中朱里。
だが、レッスン費用がかさむ
スケートを辞めさせたい両親
に「バッジテストで５級に受
かるか、県大会で３位以内に
入らない場合はクラブを辞め
る」という条件を出されて…。

教えてQちゃん！メタボだっ
てマラソン完走！
高橋尚子
メタボ歴１０年の中年ライター
が、オリンピックの金メダリ
スト“Ｑちゃん”こと高橋尚
子の指導で東京＆ホノルルマ
ラソンに挑戦！初心者から中
級ランナーにまで役立つアド
バイスが満載。

きょうはとくべつなひ
いりやまさとし
赤ちゃんって、わかんない。
お兄ちゃんって、わかんない。
赤ちゃん、生まれたらどうな
るのかな？新しい命が生まれ
るとき、お兄ちゃんになる子
が感じたことは…。

うれしくてうれしくて
かさいまり
うれしいと、なんだかなんだ
か、じっとしてはいられない。
そんな時の心は自由でのびの
び。なんだかなんだかは心の
かけ声。踊ったり歌ったりく
るくる回ったりする、「うれし
い」時のどうぶつたちを描い
た絵本。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
　
学
生
で
収
入
が
な
い
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
る
の
が
困
難
な
の
で
す
が
。

Ａ
　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、　

歳
に
な

20

っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険

料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
が
、
学
生
に
つ
い

て
は
、
経
済
的
負
担
を
考
慮
し
、
在
学
中
の
保
険
料

納
付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
学
生
は
、
大
学
、
短

期
大
学
、
大
学
院
、
高
等
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
の
ほ

か
、
各
種
学
校
（
１
年
以
上
の
就
学
課
程
に
限
る
）

に
在
学
す
る
　
歳
以
上
の
学
生
で
す
。
ま
た
、
夜
間
・

２０

定
時
制
・
通
信
課
程
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
年
金
手

帳
、
学
生
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
（
学
生
証
ま
た

は
在
学
証
明
書
）
を
持
参
の
上
、
住
民
福
祉
課
ま
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、

将
来
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間

（
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
ま
た
は
免
除
期
間
、
厚
生

年
金
な
ど
他
の
年
金
の
加
入
期
間
と
合
わ
せ
て
最
低

　
年
）
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
の
計

２５算
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。
将
来
受
け
取
る
年
金
額

を
減
ら
さ
な
い
た
め
に
、
承
認
を
受
け
て
か
ら
　
年
１０

間
の
う
ち
に
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
（
承
認
を
受
け
た

年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
加
わ
り

ま
す
）。
卒
業
後
、
受
け
取
る
年
金
額
を
満
額
に
近
付

け
る
た
め
に
も
追
納
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
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ごみ収集日程表（ 3月11日～ 4月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL８２‐6168）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・

洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日
３月２３日

４月６日

３月１１日

４月８日
４月１日３月１８日３月２５日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
３月１６日
３月３０日

３月１２日

４月９日
４月１日３月１９日３月２６日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
３月１７日
３月３１日

３月１１日

４月８日
３月２５日３月１８日４月１日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
３月２４日
４月７日

３月１１日

４月８日
３月２５日３月１８日４月１日火・金曜日多 賀 全 区

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷⑨３月３１日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩４月１日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜⑪３月１１日

４月２日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫３月１２日
４月５日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田⑬３月１５日

４月６日
川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本⑭３月１６日

４月７日
梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田⑮３月１７日

４月８日

（カン）
◆出せるカン　　　　　ジュース、ビール、缶詰などの空缶
◆出し方　　　　　　　必ず中身を出す。簡単な水洗いをする。中身の見える袋で出してください。
◆出せないカン　　　　一斗缶、フライパン、やかん、スプレー缶など。なお、使用済み乾電池は、カンと混
　　　　　　　　　　　ぜないで中身の見える別の袋でカンの日に出してください。
　　　　　　　　　　　＊充電池、ボタン電池は購入店などに返却してください。



住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日
人権パネルづくり（午前１０時～正午、午後１時～３時、いづみ人権交流
センター）
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）

木3/11

大正琴（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
井手町議会議員一般選挙立候補予定者説明会（午後１時半～、山吹ふれ
あいセンター）
３歳児健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
太極拳（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

金12

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

土13

第２４回井手町解放文化祭（午前１０時～午後３時半、いづみ人権交流セン
ター・いづみ児童館）日14
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
無料法律相談（午後２時～４時、玉泉苑）月15

火16
生き生きふれあいサロン【絵手紙を描きましょう】（午後１時半～、玉泉苑）
健康教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）水17

木18
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）金19
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）土20
左馬まつり（午前１０時～午後３時、まちづくりセンター・左馬公園）日21

月22
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）

火23

玉川保育園卒園式（午前９時半～、玉川保育園）
多賀保育園卒園式（午前９時半～、多賀保育園）水24
京都府知事選挙告示日
わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）
いづみ保育園修了式（午前１０時～、いづみ保育園）
ペン習字（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

木25

大正琴（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
人権学習（午前１１時半～正午、午後３時～３時半、
いづみ人権交流センター）
太極拳（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

金26

和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土27
第１４回ふれあい福祉まつり（午前１０時～午後３時、玉泉苑・石垣公園）日28
ビーズ手芸（午前１０時～正午、午後１時～３時、いづみ人権交流センター）月29

火30
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センター）水31
無火災デー防火パレード
山吹体操クラブ（午後１時半～、玉泉苑）木4/1

金2
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土3

日4
玉川保育園入園式（午前９時半～、玉川保育園）
多賀保育園入園式（午前９時半～、多賀保育園）
心配ごと相談・行政相談（午後１時～４時、玉泉苑）
乳児健康診査（午後１時～１時半、保健センター）
ＢＣＧ予防接種（午後２時～２時半、保健センター）

月5

井手町議会議員一般選挙告示日
いづみ保育園入園式（午前１０時～、いづみ保育園）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）

火6

水7
山吹体操クラブ（午後１時半～、賀泉苑）木8

金9
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）土10

出張徴収【多賀】

出張徴収【北・南】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（3月11日～4月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

妻夫住所

竹 村　 草子山下　 義昌多賀

〈
婚
姻
〉

（１月２０日から２月１９日までの届出分・敬称略）

届出人赤ちゃん住所

整 細 
つむぎ

藤 井井手

〈
出
産
〉

（１月２０日から２月１９日までの届出分・敬称略）


